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 研究実績の概要

　本研究では、家庭用コンプレッサ等を想定した電解コンデンサレス単相−三相インバータ駆動
IPMSM システムにおいて、直流リンクにエネルギーバッファを持たないため電源電流を正弦波に
制御すると逆起電圧によりモータ電流が過剰に流れ、銅損が増えて効率が低下する問題を指摘し
た。そこで、高調波規制（IEC61000-3-2 Class A）範囲内で電源電流をあえて歪ませ、電源電流
が零となる区間を周期的に挿入する矩形波およびゼロ期間付正弦波の電源電流指令を新たに設計
した。設計した電源電流指令を使用することで、直流リンク電圧の急減を抑制して dq 軸電流制
御の追従性を維持し、銅損を削減できる。本手法では逆起電圧から導出した直流リンク電圧下限
と電源電圧の大きさに基づき電源電流ゼロ区間長を決定し、負荷変動時も適切な歪み量を確保し
た。さらに、インバータ出力電圧飽和を考慮した電圧修正により、電源電流とモータ電流の同時
制御を安定化した実装指針を示した。これにより設計フローの簡素化も実現できる。
　定格速度、定格比で負荷80%の条件での実機実験では、従来の正弦波指令に比べモータ効率が
1.5%向上し、入力力率も 99 %程度を維持した。世界で年間数千万台販売され、電力消費が数百
ワットであるエアコンの効率がこれだけ改善されることは、発電量の削減による二酸化炭素削減
に大きく貢献する。以上のことから、本成果は空調機インバータの長寿命化と環境負荷低減に貢
献する。
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